



























































点を探ると、（ 1 ）駕龍から落ちた当事者を両方とも弥二へ変更、（ 2 ）『図会J
における駕龍かき（息杖を突く）の無駄口（原話では落ちたのを只気の毒がっ
て、対策を講じる人物像であった）、（棒組） vあいぼヨこれてかるくていっそ




















































































































































































































































































9) 「図会 ・おかべJ「（茶屋の女将），／ヤレコラすべら しゃったきのどく だ。ヤfヨヲ－－－－－－－いたい／＼
－－－－－－－ヱ冶はらがたつハ。（北八），／アハ、、／＼」








13）鈴木重三 ・木村八重子 ・大久保純一編著、 岩波書店、2004年
14）加藤康子 『日本文学.I53、日本文学協会、 2004年10月
15）加藤康子 ・松本倫子編著、国書刊行会、 2002年











重宣は、 今度は模写でなく創作というかたちで、 『伊勢jを出した。それが好奇！とだったため、 正1:宜の名
で、同じ内容の 『新板Jを翌年出版した、という流れを考えていると答えた。またその論拠のひとつ
であるー猿斎国升という絵師についての情報が不足しており、 さらなる調査等が必要であるとも述べ
ている。
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